
数々の展覧会が行われる中で、展示壁面にはそれぞれの展示に応じて様々な色の塗装が施されてき
ました。会期が終わる毎に白く塗り戻され、また別の色に塗っては白に戻す ... という行程の繰り返し。
この塗料の積層に注目し、過去の壁面を｢発掘｣するワークショップを行います。美術館活動の歴史に
思いを馳せながら、発掘した壁面を｢作品｣として生まれ変らせます。

◆会場：京都市美術館 1 階南展示室　◆参加費：無料　◆定員：２０名

京都市美術館の 2017 年ワークショップシリーズとして、再整備事業中に全 8 回（予定）の開催を企画しています。

※ワークショップ ( 写真・動画 ) の記録は公開・展示をいたします。また、制作した作品の転売・譲渡は固く禁じます。

◆対象：小学校 4 年生以上　◆申込：要事前申込み ・ 詳しくは下記をご参照ください。

講師 日下部 一司（美術作家）

展示室を発掘する～壁を愛でる～

「私の京都市美術館」
京都市美術館ワークショップ2017 

問合せ先：京都市美術館ワークショップ係　ＴＥＬ：０７５－７７１－４１０７

参加を希望される方は、申込締切日までに｢ 京都市美術館 ワークショップ係 ｣まで、
はがき（当日消印有効）、ＦＡＸ、Ｅメールのいずれかにて、
①郵便番号･住所、②氏名、③年齢、④電話番号、⑤希望のワークショップを
明記のうえ、以下の宛先までお送りください。

ＦＡＸ：０７５－７６１－０４４４
Ｅメール：b i j u t s u k a n @ c i t y . k y o t o . l g . j p
ハガキ：〒６０６－８３４４　京都市左京区岡崎円勝寺町124
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Vol.2

1 3 : 0 0 〜 1 6 : 0 0
7月29日(土）

再整備工事を目前に、空っぽになった収蔵庫にて、これまで作品を守ってきた木の壁や床を材料として、
「台座」をペアで 1 つ共同制作します。「収蔵のための器」が「台座」となり、作り手がその上に載ると、

作者自身が「作品」にもなります。さらにそのまま棚の中に入れば、「収蔵庫」の収蔵ともなるでしょう。
制作の過程を通じて、参加者 ・ 作品 ・ 空間の関係性によってその在り方が転じていく様を体験します。

◆会場：京都市美術館 収蔵庫　◆参加費：無料　◆定員：２０組（２人 1 組のペア参加）

※ワークショップ ( 写真・動画 ) の記録と、収蔵庫内で撮影した写真（台座とポートレート）は公開・展示をいたします。
　また、制作した台座の転売・譲渡は固く禁じます。

◆対象：ペアの内、１人は 20 歳以上であること　◆申込：要事前申込み ・ 詳しくは下記をご参照ください。

講師 森 太三（美術作家）

収蔵庫を収蔵する～台座をつくる～

1 3 : 0 0 〜 1 6 : 0 0
8月26日(土）

申込締切日が
各回ごとに違います！
お間違えないようお願いします。

◆申込方法◆

　◆申込締切　7月19日(水)　※申込多数の場合，抽選となります。

　◆申込締切　8月16日(水) 　※申込多数の場合，抽選となります。

◆参加の可否は、参加票の発送をもって代えさせていただきます。

Vol.2…7月19日(水)
Vol.3…8月16日(水)
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